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情報通信審議会 情報通信技術分科会 ITU部会 

地上業務委員会(第20回) 議事概要（案） 

 

１ 開催日時 

平成２４年７月５日（木）１６：００～１７：３０ 

 

２ 場所 

経済産業省別館10階1031号会議室 

 

３ 出席者（敬称略、順不同） 

[専門委員] 

三瓶 政一(主査)、飯塚 留美、佐藤 孝平、高野 祐美子、中村 勝英、橋本 明 

 

[関係者] 

水池 健、松永 彰、石川 禎典、丹野 元博、新 博行 

  

[事務局] 

田沼、加藤、奥井 

 

４ 配付資料 

資料地－20－1 地上業務委員会（第19回）議事要旨（案） 

資料地－20－2 ITU-R SG5 WP5D第12回会合報告書（案） 

資料地－20－3 ITU-R SG5 WP5D第1回会合への日本寄与文書（案） 

資料地－20－4 ITU-R SG5 WP5D第1回会合及びJTG4-5-6-7第1回会合への

対処方針（案） 

  参考資料１ ITU-R SG5 WP5D第１回会合の開催案内 

参考資料２ ITU-R JTG4-5-6-7第１回会合の開催案内 

参考資料３ ITU-R SG5 WP5D及びJTG4-5-6-7第１回会合の日本代表団

一覧 

参考資料４ 地上業務委員会構成員名簿 

参考資料５ JTG4-5-6-7 寄与文書14 

 (NOTE TO CHAIRMAN OF JOINT TASK GROUP 4-5-6-7) 
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５ 議事概要 

（１）地上業務委員会（第１９回）の議事要旨について 

【資料地－２０－１】 

地上業務委員会（第１９回）の議事要旨について、事務局から説明があった。 

なお、修正項目がある場合は７月１２日（木）までに事務局へ連絡する旨了承さ

れた。 

 

 （２）ITU-R SG5 WP5D第12回会合の報告について 

【資料地－２０－２】 

事務局から、平成２３年１０月に開催されたITU-R SG5 WP5D（第12回）会合の報

告があり、承認された。 

   

 （３）ITU-R SG5 WP5D第1回及びJTG4-5-6-7第1回会合への日本寄与文書案について 

【資料地－２０－３】 

事務局より、今回開催されるITU-R SG5 WP5D第1回会合への日本寄書案の件数(6件)

及びITU-R JTG4-5-6-7第1回会合への日本寄与文書の提出予定はない旨説明があった。 

 

【資料地－２０－３―１】 

石川氏から「勧告ITU-R M.1457に関するFootnote追加の提案」に関する寄与文書案の

説明が行われ、エディトリアルな修正が施されるとともに、以下の質疑応答の後、

承認された。 

（質疑応答） 

三 甁 主 査：本寄書はM.1457の修正提案であるが、M.2012は修正しないの

か。 

石 川 氏：M.2012の改訂は来年行うこととなっているため、今回M.1457

を修正し、その後M.2012の修正を検討する。 

 

【資料地－２０－３－４】 

丹野氏から「今研究会期の全体作業計画の提案」の寄与文書案について説明が行わ

れ、以下の質疑応答の後、承認された。 

（質疑応答） 

三 甁 主 査：検討時間が短いという説明があったが、WP5Dの検討結果をJTG

へ提出する期限まであと1年しかないため、という意味か。  

丹 野 氏：そのような意味もあるが、過去のWRCと比較しても検討時間は

短いため、効率よく議論を進める必要がある。 
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【資料地－２０－３―２】 

松永氏から「WRC-15 議題1.1に向けたトラフィック予測の検討開始に関する提案」に関す

る寄与文書案の説明が行われ、以下の質疑応答の後、承認された。 

（質疑応答） 

飯 塚 委 員：今回審議する寄与文書は日中韓連携寄与文書が多いが、本寄

書が日本単独である理由は何か。 

松 永 氏：本寄与文書は2025年までのトラヒック予測を行う提案をして

いる等、日中韓連携寄与文書と比較してより詳細な提案とな

っているためである。 

橋 本 委 員：Proposal部分が4つに分かれているが、①と②および③と 

④は分けない方がわかりやすいのではないか。 

松 永 氏：検討させていただく。 

 

【資料地－２０－３―３】 

新氏から「WRC-15議題1.1に向けた所要周波数帯域幅の検討に関する提案」に関する

寄与文書案について説明が行われ、以下の質疑応答の後、承認された。 

（質疑応答） 

三 瓶 主 査：過去の勧告の手法を用いてパラメータのみを変更することで、

これまでの予測のずれは修正できるのか。 

新 氏：修正は可能と考えている。 

 

【資料地－２０－３－５】 

松永氏から「将来IMT Visionの検討に対する提案」に関する寄与文書案について説明

が行われ、エディトリアルな修正が施されるとともに、承認された。 

（質疑応答） 

橋 本 委 員 ：ワークプランの中に”completion date and approval 

procedure will be reviewed”と記載があるが、承認手続きの

見直しは不可なので可能であれば記載を直すべき。 

松 永 氏：了解した。 

 

【資料地－２０－３－６】 

丹野氏から「WRC-15議題1.1に向けた適切な周波数帯の検討に関する提案」に関する寄

与文書案について説明が行われ、エディトリアルな修正が施されるとともに、承認

された。 

（質疑応答） 

三 瓶 主 査：適切な周波数帯域に関してpros/consを考慮する、という記載
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があるが表現が軽い印象を受ける。 

橋 本 委 員：pros/consではなく、technical characteristicsのような文 

言の方がよいのではないか。 

丹 野 氏：検討する。 

 

（４）ITU-R SG5 WP5D第1回及びJTG4-5-6-7第1回会合への対処方針について 

【資料地－２０－４】 

事務局より、ITU-R SG5 WP5D第1回及びJTG4-5-6-7第1回会合への対処方針（案）

について説明が行われ、承認された。 

 

（５）その他 

修正の必要がある寄与文書については、可能な限り早く事務局に提出することにな

った。 

参考資料5に関してJTG4-5-6-7において勧告及びレポートを作成する際の手順につ

いて橋本委員より説明があった。 

また、承認された寄書について、大きく主旨の変更がない限りは、文書案の変更の

可能性がある旨、事務局から了承を求め、承認された。 

 

以上 

 


